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3コープさが生活協同組合

環  境  経  営  方  針 

 

 

地球環境の悪化が社会の存続基盤を損ないつつあるという危機感を背景に、国連で定めた持続可能な開発目標

（SDGｓ）の採択やパリ協定の発効など、世界は持続可能な発展を目指して大きく動いています。「持続可能な社

会の実現」を 21 世紀理念に掲げる私たち生協は、この課題に真正面から取り組み、役割を発揮することが求め

られています。 

コープさが生活協同組合は、地域のくらしづくりを進める生協として、佐賀県の多くの消費者・組合員に安全

な商品を提供することを前提に、法の遵守のもと地域社会と協同し、環境・経営の改善を継続的に図りながら環

境負荷の軽減に取り組みます。 

 

①環境関連法規等の遵守 

食品リサイクル法をはじめとする事業活動に関わる法令や条例、規則および協定等を遵守します。 

  

②環境に配慮した商品の普及 

 事業連合や取引先と協同した環境配慮型商品や簡易包装商品の普及に努めます。 

 

③地球温暖化防止と資源の有効活用 

 各事業所は限りある資源の有効活用のために、エネルギー使用の効率化に努め、供給高１億円当りの二酸化炭

素等の排出量を抑制します。省エネ対策を徹底し、設備や車両を環境の視点から見直すことを検討します。再

生エネルギーの電源開発の取り組みを検討します。また水資源の大切さを自覚し節水活動を進めます。 

  

④廃棄物の抑制と再資源化 

 各事業所から排出される廃棄物の適正な処理と抑制に努めます。また、組合員と共に牛乳パック、卵パック、

カタログ、配達袋・カタログ袋(ビニール袋)などのリサイクル品の回収量の向上を図ります。 

  

⑤環境教育 

 職員へ環境方針の理解と周知徹底を行い、組合員や取引先の協力を得ながら環境保全の取り組みを強化してい

きます。 

  

⑥環境コミュニケーション 

 環境方針や目標、環境活動状況を活動レポートとして公表します。 

 

 

 

                                制定２００８年９月２９日 

改定２０２４年６月２１日 

 

                               コープさが生活協同組合 

理事長  中原 龍彦 
             



事業所名 郵便番号 住所 電話番号 土地(㎡) 売場
面積㎡

本部 849-0934 佐賀市開成３丁目３−２８ 0952-31-9111 第２支所内

無店舗事業部 849-0936 佐賀市鍋島町大字森田５２３−１ 0952-36-7011 ２,７４７

第一支所 849-0102 三養基郡みやき町大字蓑原３０３５−４ 0942-94-9123 ２,９７６

第二支所 849-0934 佐賀市嘉瀬町大字扇町字四本松籠２３３３番他 0952-31-9122 ４,３３１

第三支所 849-2201 武雄市北方町大字志久１２４６−７ 0954-36-3543 ３,３９５

第四支所 847-0085 唐津市和多田本村２−５１ 0955-74-4343 ２,３０９

大町店 849-2102 杵島郡大町町大字福母２４０５ 0952-82-2007 ９１１ １７４

新栄店 840-0859 佐賀市新栄西２丁目１０ 0952-26-0801 １１,５６３ １,４０２

【１】組織の概要

１．事業所名及び代表者氏名

コープさが生活協同組合 理事長 中原龍彦

２．所在地

３．環境管理責任者及び担当者と連絡先

環境管理責任者 専務理事 吉田 清隆
担当者氏名 総務部 担当 山田 芳昭
連絡先 Tel ０９５２－３１－９１１１

Fax ０９５２－３１－４２９１

4. 事業内容

生活協同組合共同購入宅配事業、店舗事業、共済事業、弁当宅配事業
その他斡旋事業

<供給事業種目>
無店舗事業・・・農産、水産、畜産、日配、乳卵、米穀、食品、菓子、

雑貨、衣料、家具、家電、寝具、インテリア、酒類
店舗事業・・・・農産、水産、畜産、日配、乳卵、米穀、食品、菓子、

雑貨、花、酒類
共済事業・・・・ＣＯＯＰ共済
5. 事業の規模

単位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度

供給高 百万円 ６,７００ ６,７６０ ６,８０３ ６,９０９

出資金 百万円 １,８８０ １,９７７ ２,０９８ ２,１７８

組合員数 人 ６６，６８７ ６８,２３１ ６９,６５４ ７０,７９１

職員数 人 ３１３ ３０７ ３２１ ３２４
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コープさが生活協同組合
全体
ＥＡ２１実施体制

専務理事

氏 名 役割 責任・権限・使命

理事長 代表者 全体統括 環境方針の設定 全体の評価と見直し

専務理事 環境管理責任者 全体の把握 環境マネジメントシステムの構築 EA21委員会の招集

総務担当 EMS事務局 EA21委員会の開催（半期１回） 文書・記録類の作成、管理、報告

事業部長 環境実行責任者(全体) 全体のリサイクル推進・環境配慮商品普及活動 事業部の活動推進

総務部長 環境実行責任者(全体) 全体のエネルギーマネジメント推進(電気・燃料等) 本部の活動推進

支所長 環境実行責任者 第１支所のEA21活動推進 文書及び記録類の作成

支所長 環境実行責任者 第２支所のEA21活動推進 文書及び記録類の作成

支所長 環境実行責任者 第３支所のEA21活動推進 文書及び記録類の作成

支所長 環境実行責任者 第４支所のEA21活動推進 文書及び記録類の作成

店舗部長 環境実行責任者 大町店のEA21活動推進 文書及び記録類の作成

店長 環境実行責任者 新栄店のEA21活動推進 文書及び記録類の作成

第１支所
支所長

コープさが生協全役職員

第３支所
支所長

大町店
店舗部長

役割分担

第４支所
支所長

第２支所
支所長

本部
企画担当

EA21事務局

新栄店
店長

事業部
部長

理事長

6. 認証、登録範囲 全組織・全活動
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7．事業活動 食品・日用雑貨品、衣料品を中心とした商品の
配送事業及び店舗事業



※CO2排出係数は2015年度の九州電力の排出計数（0.509kg-CO２/kWh）を使用します。

※化学物質については使用していません。

※資源リサイクル品（５品目）・・・トレイ・牛乳パック・集品袋・卵パック・カタログ

※食品廃棄物発生・抑制の取組は、環境経営計画で記載。

当生協は、エコアクション２１に基づく環境マネジメントシステムを構築し、２０
０９年９月に認証を取得し、その後も継続して環境活動に取組んできました。

過去の環境負荷実績及び目標と実績は以下の通りです。

【２】環境・経営目標とその実績

１．目標の達成状況

環境目標 目標
実績 単位 ２０２１

年度
２０２２
年度

２０２３
年度

二酸化炭素
排出量
の削減

目標 供給高当たり
（ｔ-CO₂/億円）

２９．５
以下

２８．０
以下

１９．５
以下

実績 供給高当たり
（ｔ-CO₂/億円） ２２.３ １９.４ １９.９

二酸化炭素排出量実績 総量（ｔ- CO₂） １５１０ １３２３ １３７９

食品リサイク
ル再生利用率

の向上

目標 再生利用等
の実施率 ４４% ４６% ４８%

実績 再生利用等
の実施率 ４５.０％ ５４.８％ ６８.７％

食品廃棄量実績 トン ４４.４ ４４.６ ４１.３

水使用量
の削減

目標 供給高当たり
（ｍ³/千万円）

１４．７
以下

１４．７
以下

１２．０
以下

実績 供給高当たり
（ｍ³/千万円） １１.７ １１.６ １０.７

リサイクル
品目の推進

目標 回収品目 ５品目推進 ５品目推進 ５品目推進

実績 回収品目 ５品目推進 ５品目推進 ５品目推進

環境配慮商品
(洗剤普及)

目標 利用者人数 ３,０００ ２,５００ ３,６００

実績 利用者人数 ２,１５３ ３,６７２ ２,８８８
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２．今年以降の目標

環境目標 単位 ２０２４年度 ２０２５年度 ２０２６年度

二酸化炭素排出
量の削減 ｔ-ＣＯ₂／億円 ２０．０以下 ２０．０以下 ２０．０以下

食品リサイクル再
生利用率の向上

再生利用等の
実施率 ５０％ ５１％ ５２％

水使用量の削減 ｍ³／千万円 １２．０以下 １２．０以下 １２．０以下

資源リサイクル
品の推進 種類 ５品目推進 ５品目推進 ５品目推進

環境配慮商品
(洗剤普及) 利用者数（人） ３,０００ ３,０００ ３,０００

※資源リサイクル品（５品目）・・・トレイ・牛乳パック・集品袋・卵パック・カタログ
※CO₂排出係数は2015年度の九州電力の排出係数(0.509kg-CO₂/kWh)を使用します。

■各事業所が掲げる環境目標は以下のとおりです。
事業所名/環境目標 二酸化炭素

削減
食品リサイクル
再生率向上

総排水量
削減

資源リサイ
クル推進

環境配慮
商品普及

本部 ○ ○ ○
無店舗事業部 ○ ○ ○ ○
第１支所 ○ ○ ○ ○
第２支所 ○ ○ ○ ○
第３支所 ○ ○ ○ ○
第４支所 ○ ○ ○ ○
新栄店 ○ ○ ○ ○ ○
大町店 ○ ○ ○ ○ ○
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【３】環境・経営計画と取組結果

１．二酸化炭素排出量削減のための取り組み目標と取り組み方法

（１）電気使用量の削減
①エアコン設定温度を決め、実行する（担当:栗原）
②照明電力の抑制（担当:栗原）
③店舗の省電力活動（担当:江口）
④太陽光発電の設置（担当:栗原）

（２）軽油使用量の削減
①エコドライブの実施（各支所長）
②電子マップを活用した配送効率の見直し（各副支所長）
③配達コースの効率化（担当:各支所長）
④テレマティクスの活用（担当:坂本）

（３）ガソリン使用量の削減
①エコドライブの実施（各支所長）
②テレマティクスの活用（担当:坂本）

２．廃棄物排出量削減のための取り組み方法

（１）食品リサイクル、再生利用率４８％
①発生抑止の取組を継続的に検討実施する(担当：江口)
②新栄店食品残渣リサイクル(担当：江口)
③食品残渣（野菜・アラ）リサイクル処理施設の確認（担当：栗原）

３．水使用量削減のための取り組み

（１）節水活動
①節水活動の推進（担当:坂本）

４．資源のリサイクル推進

（１）リサイクル活動
①無店舗事業配達袋回収（担当：山口）
②カタログ・牛乳パック・卵パックの回収推進(担当：山口)
③店舗廃油（担当：江口）
④トレー・エコキャップの回収（担当：江口）

５．環境配慮商品の普及

（１）商品普及
①環境に配慮した商品の普及キャンペーン(洗剤)（担当:赤池）
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【４】環境活動の取り組み結果の評価及び次年度の取り組み

エコアクション２１を運用した２０２３年４月〜２０２４年３月の一年間
におけるコープさが生協全体の目標に対する実績は次のとおりです。

目標
(発生量ｏｒ
使用量／
供給高)

２０２２
年度実績

２０２３
年度目標

２０２３
年度実績

目標
達成
判定

CO₂排出量削減 ｔ-ＣＯ₂／億
円 ２８．０ １９.５ １９．９ △

食品リサイクル再生利用率 ％ ４６．０ ４８.０ ６８．７ 〇

総排水量の削減 ｍ³／千万円 １４．７ １２.０ １０．７ 〇

リサイクル回収量の推進 （再資源化の取り組み状況）

品目 単
位 2021年度 2022年度 2022年度 前年比 判定

カタログ〈紙〉 Kg 601,173 605,039 608,371 100.5% 〇
牛乳パック Kg 6,967 7,114 7,214 101.4% 〇

卵パック〈Aペット〉 Kg 3,914 4,316 2,379 55.1% －

配達袋、カタログ袋 Kg 7,193 7,170 7,708 107.5% 〇

トレイ Kg 1,069 1,070 1,070 100.0% 〇

１. 二酸化炭素排出量削減の目標は未達成

１）生協全体で二酸化炭素削減の目標は未達成でした。科目別に見ると
軽油使用量が減り、ガソリン使用量が増加しました。

２）増加の要因は無店舗事業の配送車両が準中型車両免許対応ではない普
通免許所持者の対応のため、軽油車両からガソリン車両へ変更し増加
している為、ガソリン使用量が増えています。

３）第２支所に充電施設を備え、電気自動車（営業用の軽自動車）を導入
しました。
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２.食品リサイクル再生利用率４８％の目標達成

１）２０２３年度の食品廃棄物の排出量は４１.３ｔとなりました。
前年との比較で３.３ｔの減少となりました。

２）魚のアラを７.９６ｔ肥料化しました。また、鳥栖市の食品リサイ
クル処理業者へ野菜類を９.１６ｔ堆肥化し、再生利用量は１７.１２ｔ
となりました。引き続き魚のアラ・野菜類の再生利用に取り組みます。

３）店舗で商品購入時に賞味期限の近づいているものから購入を呼びかける
「てまえどり」を継続しました。

４）佐賀市と協力して家庭から出る廃油を６１０㎏回収し、佐賀市の清掃
工場で高品質バイオディーゼル燃料に再生しました。また、惣菜部門の
廃油１.４２ｔを徳の風プロジェクトで燃料・塗料・化粧品・石鹸に再生
しました。

５）２０２３年度の再生利用率は６８.７％となり、昨年より１３.９％改善
しました。要因は、２０１４年度を基準年度とし、発生抑制量を算出
して２９．５ｔを抑制量として加え、目標の再生利用率４８％を達成
しました。

６）2024年6月より野菜類の回収日を３日より１日分増やし４日分の再生量
に増やし再生利用率の向上を目指します。
また、引き続き商品の売り残しを減らす発注精度の向上と「手前どり」
や消費期限の迫った割引商品の「もったいないコーナー」を呼びかけます。

食品リサイクル
再生利用率 68.7%

魚のアラ→  肥料化7.96トン
野菜くず→  堆肥化9.16トン
廃油 →  燃料・塗料等1.42トン

３. 水使用量の削減目標の達成

１）水使用量は新栄店を除き大量に使用することはありませんが、各事業
所意識的に節水の取り組みを行っています。

２）水の使用量が多い新栄店で導入している排水を調整する節水システム
の効果は続いています。
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４. リサイクル回収量の推進

宅配カタログ紙、牛乳パック、集品ポリ袋が増加し、店舗のトレが前年
並み、卵パックが一次供給停止となり大幅減となりました。

資源リサイクル回収
●宅配カタログ紙回収608トン ●牛乳パック回収7.2トン

●卵パック回収2.3トン ●集品ポリ袋回収7.7トン

●店舗トレイ回収1.0トン

５. 環境配慮商品の普及

環境にやさしい洗剤キャンペーンを実施し、普及への声掛けや配送担当者
からの広報（ニュース）を行いまいた。今回のキャンペーンは６月に実施
し、利用者人数は２,８８８名となり、目標の３,６００名を下回りました。
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【５】組合員の２０２３年度の主な活動報告
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SDGsを知る、伝える活動

1414 14 14

【６】ＳＤＧｓの取り組み
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産直交流活動

R E P O R TS GD s
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(株)ハートコープさがのリサイクル事業でのしょうがい者就労支援

R E P O R TS GD s

福祉作業所の商品をエリア企画の賞品として利用しました
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【７】実施体制

① 各部署の責任者によりエコアクション２１の活動推進を行い、
文書及び記録の作成を行う。

② 活動結果については所定の書式を使用し、事務局へ報告を行う。
③ EMS事務局では記録類の集約、管理、報告を代表者、環境管理

事務局へ行う。

【８】環境関連法規への違反、訴訟等の有無

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、
違反はありませんでした。また、関係機関等からの指摘、利害関
係者からの訴訟もありませんでした。

事業所名/
環境法規 消防法 浄化槽法 資源有効利

用促進法
廃棄物処理
（一般廃棄物）

廃棄物処理法
（産業廃棄物）

容器包装
リサイク
ル法

食品リサ
イクル法

フロン
排出抑
制法

本部 ○ ○ 〇 〇 〇
無店舗事業部 ○ ○ ○ ○ 〇
第１支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第２支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第３支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
第４支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大町店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新栄店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各事業所の関係する環境関連法規は以下のとおりです。

【９】代表者の評価と見直し

（１）評価
① 組合員数・供給高の増加で事業は伸びています。
② 二酸化炭素排出量削減目標は達成まであともう一歩でした。
③ 発生抑制量を算出し、加算することで食品リサイクルの再生利用率の

目標を達成しました。

（２）見直し・指示
① 食品リサイクルの再生利用率は発生抑制量を加算して達成していますが

それを除いて達成できるよう構築してください。
② 電気自動車の導入を計画的にすすめてください。
③ 新本部棟での環境の取り組みや５Sカイゼン活動を全部署ですすめてくだ

さい。

※環境・経営方針、目標、計画、実施体制については見直しの必要なしで
継続する。 以上


